
東陽病院 長谷部医師による活動報告
地域診断報告会を開催
　9月15日、地域診断報告会を開催しました。
　「高齢者の活動減少」をテーマに、4月から調査など
の活動を開始しました。
　当日は、参加者70人と、これからの横芝光町につ
いて一緒に考えることができました。
　今回の地域診断により、町の重要課題の一部として、

「行政サービスを届けたい人に適切な情報が届いてい
ないこと」「町内を移動するための交通手段が限られて

いること」などが挙げられました。
　医学生による発表、守本陽一医師（ケアと暮らしの
編集社 代表理事、兵庫県豊岡健康福祉事務所）による
特別講演の後に、「わたしたちに、いまできること」を
テーマにワークショップを行いました。町民、町議会
議員、医療福祉関係者、医学生、行政関係者によるグ
ループワークでは、活発な議論が行われました。
　今回、調査を行う中で、高齢者の活動増加につなが
る地域の素敵な取り組みや、居場所（コミュニティ）を
発見することができました。
　これからも町の病院として、院内コミュニティナー
スと共に、町を良くするための活動を推進していきた
いと思います。

（東陽病院 医師 長谷部 圭亮）

第19回横芝光町産業まつり
「横芝光　まるごとフェア2024」
　11月17日、役場駐車場を中心に第19回横芝光町産業
まつり「横芝光　まるごとフェア2024」が開催され、約
20,000人が来場しました。
　姉妹町・姉妹都市をはじめ、農業ブースや商業ブース
など74団体の出店がありました。旬の農産物や自慢の
逸品を買い求める方、キッチンカーや飲食ブースで軽食
を楽しむ方などで賑わう秋の1日となりました。
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